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地
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文
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い
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た
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田
舎
暮
ら
し
が
し

た
く
、
高
野
山
の
近

く
に
行
き
た
か
っ
た
。

大
阪
の
移
住
相
談
会

で
四
郷
の
人
と
会
い
、

そ
の
ま
ま
こ
ち
ら
に

来
ま
し
た
。

協
力
隊
員
に
な
ろ

う
と
し
た
き
っ
か

け
は

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
※
で
コ
ン
ポ
ス
ト
ト

イ
レ
を
造
り
、
循
環
型
農

園
に
し
た
い
。
毎
週
土
曜

日
に
朝
市
も
や
っ
て
ま
す
。

え
み
ち
ゃ
ん
ふ
ぁ
ー
む

で
は
ど
ん
な
こ
と
を

除
隊
後
は
ど
う
さ
れ
ま

す
か

　

町
内
会
に
入
っ
て
お
り
、

配
布
さ
れ
る
の
で
よ
く
読

ん
で
い
ま
す
。

ん
で
い
ま
す
が
住
み
続
け

た
い
。
昔
の
伝
統
文
化
が

残
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
守

っ
て
行
け
た
ら
素
晴
ら
し

い
。
ク
ラ
フ
ト
手
芸
な
ど

い
ろ
ん
な
仕
事
を
し
、
生

計
を
立
て
て
い
き
た
い
。

議
会
だ
よ
り
は
読
ま
れ

て
い
ま
す
か

　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト

活
動
や
情
報
発
信
、

体
験
型
農
園
「
え
み

ち
ゃ
ん
ふ
ぁ
ー
む
」

を
共
同
経
営
し
て
い

ま
す
。

活
動
内
容
は

　

第
一
印
象
は
何
て
フ
レ

ン
ド
リ
ー
だ
な
と
思
っ
た
。

大
ら
か
さ
を
残
し
て
ほ
し

い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
不
特

定
多
数
の
人
か
ら
資
金
調
達
す
る

仕
組
み
。

四
郷
地
域
の
印
象
は

　

今
回
は
、
四
郷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
と
も
が
き
」
を
訪
問
し
、
四
郷
地
区
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
松
野
恵
理
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
つ  

の　

 

え　

り

すぐ横が鍋谷峠トンネル入り口。すぐ横が鍋谷峠トンネル入り口。
もうすぐナタ豆採れるかなもうすぐナタ豆採れるかな
すぐ横が鍋谷峠トンネル入り口。
もうすぐナタ豆採れるかな

いろんなものを栽培している「えみちゃんふぁーむ」いろんなものを栽培している「えみちゃんふぁーむ」いろんなものを栽培している「えみちゃんふぁーむ」

(問い合わせ先)
　四郷地域交流センター
　　　「ともがき」
　かつらぎ町広口1197
　電話 0736-25-0002

地域おこし協力隊とは
　都市住民を山村地域に受け入れ、協力隊として町が委嘱。一定
期間（最長３年）農林業の応援、地場産品の開発・ＰＲ、住民の
生活支援などの地域協力活動に従事。最終目的はその地域への定
住・定着を図る取り組み。総務省からの財政支援がある。現在、
四郷以外に花園、新城、天野地域でも活躍している。

　

今
、
神
野（
東
谷
）に
住

こ
う 

の
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主 な 内 容

一般質問  一般質問  町民のおもいを届ける60分町民のおもいを届ける60分 10ページ10ページ

子ども議会開催される子ども議会開催される 20ページ20ページ

議会の新体制決まる議会の新体制決まる ２ページ２ページ

一般質問  町民のおもいを届ける60分 10ページ

子ども議会開催される 20ページ

だいじょうぶかだいじょうぶか？ 町財政？ 町財政だいじょうぶか？ 町財政 ７ページ７ページ７ページ

議会の新体制決まる ２ページ

平和への祈りを込めたお餅まき（平和祭）平和への祈りを込めたお餅まき（平和祭）平和への祈りを込めたお餅まき（平和祭）

　　　　  79号から
読みやすさと分かり
やすさを追求したユ
ニバーサルデザイン
　に字体を変更し
　　  ました。
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議会構成

新堀行雄議長、雑賀増己副議長選出
　

７
月
22
日
投
開
票
さ
れ
た
か
つ
ら
ぎ

町
議
会
議
員
選
挙
に
よ
っ
て
、
新
し
い

議
員
が
当
選
し
、
７
月
30
日
の
本
会
議

で
常
任
委
員
会
や
特
別
委
員
会
、
一
部

事
務
組
合
議
会
な
ど
新
体
制
が
決
ま
っ

た
。

議  長　新堀  行雄副議長　雑賀  増己

総務産業常任委員会厚生文教常任委員会
委 

員 

長　

小
林　

総
一

副
委
員
長　

松
岡　

宏
行

委　
　

員　

東
芝　

弘
明

　

〃　
　
　

赤
阪　

岩
男

　

〃　
　
　

浦
中　

隆
男

　

〃　
　
　

氏
岡　
　

誠

　

企
画
公
室
、
会
計
課
、

総
務
課
、
税
務
課
、
産
業

観
光
課
、
建
設
課
、
地
籍

調
査
室
、
上
下
水
道
課
お

よ
び
花
園
地
域
振
興
課
を

所
管
し
て
い
る
。

委 

員 

長　

溝
北　

好
一

副
委
員
長　

藤
本　

憲
一

委　
　

員　

雑
賀　

増
己

　

〃　
　
　

宮
井　

健
次

　

〃　
　
　

大
原　

清
明

　

〃　
　
　

福
岡
久
二
子

　

〃　
　
　

福
井　

強
太

　

住
民
福
祉
課
、
健
康
推

進
課
、
教
育
総
務
課
、
生

涯
学
習
課
を
所
管
し
て
い

る
。
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議会構成

議会の新体制決まる
議会運営委員会

委 

員 

長　

大
原　

清
明

副
委
員
長　

氏
岡　
　

誠

委　
　

員　

雑
賀　

増
己

　

〃　
　
　

宮
井　

健
次

　

〃　
　
　

浦
中　

隆
男

　

〃　
　
　

溝
北　

好
一

　

〃　
　
　

松
岡　

宏
行

組合議会関係

橋
本
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
堀　

行
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
芝　

弘
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

総
一

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
原　

清
明

　

一
部
事
務
組
合
と
広
域
連
合
は
、

市
町
村
の
合
同
事
務
を
行
う
特
別
地

方
公
共
団
体
で
あ
り
、
議
会
が
構
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
議
会
議
員

は
、
各
市
町
村
議
員
の
中
か
ら
選
出

さ
れ
る
。

伊
都
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
堀　

行
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

総
一

伊
都
郡
町
村
及
び
橋
本
市
児
童
福
祉

施
設
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
井　

健
次

橋
本
伊
都
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
堀　

行
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
原　

清
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
岡　
　

誠

伊
都
郡
町
村
及
び
橋
本
市
老
人
福
祉
施

設
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

憲
一

　

議
会
運
営
に
つ
い
て
協

議
し
、
提
出
議
案
の
承
認

お
よ
び
日
程
の
調
整
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

議会だより編集特別委員会
委 

員 

長　

東
芝　

弘
明

副
委
員
長　

小
林　

総
一

委　
　

員　

氏
岡　
　

誠

　

〃　
　
　

溝
北　

好
一

　

〃　
　
　

藤
本　

憲
一

　

〃　
　
　

松
岡　

宏
行

　

〃　
　
　

福
井　

強
太

　

「
議
会
だ
よ
り
」
を
編

集
・
発
行
し
て
い
る
。
今

議
会
か
ら
「
議
会
広
報
編

集
特
別
委
員
会
」
の
名
称

を
変
更
し
た
。

広報広聴特別委員会
委 
員 
長　

福
岡
久
二
子

副
委
員
長　

大
原　

清
明

委　
　

員　

雑
賀　

増
己

　

〃　
　
　

宮
井　

健
次

　

〃　
　
　

赤
阪　

岩
男

　

〃　
　
　

浦
中　

隆
男

　

住
民
に
開
か
れ
た
議
会

を
推
進
す
る
た
め
、
広

報
・
広
聴
に
取
り
組
む
。

今
議
会
か
ら
「
広
聴
特
別

委
員
会
」
の
名
称
を
変
更

し
た
。
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１億２０００万円増額
地方交付税

一
般
会
計
補
正
予
算

交
付
税
の
増
額

議案審議

人　　事
予　　算
決　　算
条　　例
契　　約
諸 報 告
意 見 書
一般質問

４件
11件
12件
１件
１件
３件
１件
９人

９月会議（9/6～20）

　
　
　

地
方
交
付
税
が
１

億
２
３
７
９
万
２
０
０
０

円
増
額
に
な
っ
た
要
因
は
。

【
会
計
課
長
】　

当
初
前
年

度
よ
り
も
５
４
０
０
万
円

減
額
さ
れ
る
と
い
う
予
算

を
組
ん
だ
が
、
社
会
福
祉

費
の
中
の
障
害
児
保
育
の

単
位
費
用
が
拡
充
さ
れ
た
。

県
内
30
自
治
体
の
う
ち
８

自
治
体
が
前
年
度
よ
り
交

付
税
が
伸
び
、
そ
の
中
で

５
０
０
０
万
円
以
上
伸
び

た
自
治
体
は
本
町
を
含
め

５
市
町
あ
っ
た
。

問

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

国
保
税
の
抑
制
に

　
　
　

１
億
１
６
８
２
万

６
０
０
０
円
の
繰
越
金
が

あ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
決

算
剰
余
金
と
し
て
７
３
０

０
万
円
積
み
立
て
ら
れ
た

の
は
な
ぜ
か
。

【
健
康
推
進
課
長
】　

前
年

度
の
国
保
の
医
療
費
支
出

が
予
想
以
上
に
下
回
っ
て

い
た
。
ま
た
前
期
高
齢
者

交
付
金
が
多
か
っ
た
。
そ

の
結
果
と
し
て
１
億
円
以

上
の
繰
越
と
な
っ
た
。
こ

問

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
。

【
健
康
推
進
課
長
】　

一
人

あ
た
り
医
療
分
が
５
９
０

０
円
昨
年
度
よ
り
も
減
額

で
き
た
の
で
、
基
金
か
ら

取
り
崩
す
こ
と
は
し
な
か

っ
た
。

問

　
　
　

財
政
調
整
基
金
の

取
崩
額
は
４
億
４
４
０
０

万
円
だ
っ
た
が
、
２
億
３

９
０
０
万
円
を
基
金
に
戻

し
、
決
算
剰
余
金
を
７
６

０
０
万
円
積
み
立
て
ら
れ

問

た
の
は
な
ぜ
か
。

【
会
計
課
長
】　

交
付
税
の

増
額
が
あ
っ
た
の
で
基
金

に
戻
す
こ
と
が
で
き
、
決

算
剰
余
金
も
積
み
立
て
る

こ
と
が
で
き
た
。
財
政
調

整
基
金
の
残
高
は
７
億
７

１
７
４
万
円
程
度
に
な
る

見
込
み
。

の
う
ち
７
３
０
０
万
円
を

基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と

が
で
き
、
２
億
２
０
０
０

万
円
程
度
の
残
高
に
な
る

見
込
み
。

　
　
　

こ
れ
だ
け
基
金
が

あ
れ
ば
、
国
保
税
の
抑
制

シ ビ ッ ク セ ン タ ー
国 民 健 康 保 険 事 業
国民健康保険天野診療所事業
後 期 高 齢 者 医 療 事 業
介 護 保 険 事 業
下 水 道 事 業
花園地域交流推進施設運営事業
花園守口ふるさと村運営事業
花 園 梁 瀬 簡 易 水 道 事 業

1億2554万9000円
0円

1億1673万6000円
０円

376万2000円
7618万9000円
176万1000円

0円
300万0000円
114万8000円
△6万3000円
△31万5000円

99億2688万6000円
7056万2000円

29億317万7000円
868万9000円

5億4552万8000円
27億9614万1000円
5億4336万3000円
6049万5000円
2446万4000円
533万4000円

5億3062万3000円
7億5382万2000円

特　

別　

会　

計

会　計　名 補　正　額 補正後の予算総額
一　　般　　会　　計

水道事業会計 収益的・資本的収入
収益的・資本的支出

課題のある天野診療所
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選　　挙
人　　事
契　　約

７件
３件
１件

７月会議（7/30）

人　

事

　

次
の
方
々
を
委
員
に
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

　

（
66
歳
・
西
渋
田
）

澤
本　

昌
利 

氏
（
再
）

さ
わ
も
と　
　
ま
さ
と
し

　

（
69
歳
・
下
天
野
）

赤
阪　

岩
男 

氏
（
新
）

あ
か
さ
か　
　
い
わ 

お

監
査
委
員
（
任
期
４
年
）

　

法
改
正
に
基
づ
き
次
の

方
を
教
育
長
に
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
し
た
。

　

（
66
歳
・
移
）

池
田　

八
主
雄 

氏
（
新
）

い
け 

だ　
　
　

や　

す　

お

教
育
長
（
任
期
３
年
）

精
神
障
害
者
の
旅
客
運
賃
等
の

割
引
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　

障
害
者
の
自
立
や
社
会
参
加
促
進
の
た
め

　
　
　
　

に
、
民
間
企
業
の
努
力
に
よ
り
鉄
道
や
バ

　
　
　
　

ス
を
始
め
と
す
る
交
通
機
関
の
運
賃
割
引

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く
は
身
体

障
害
者
及
び
知
的
障
害
者
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
精
神
障
害
者
を
対
象
と
す
る
も
の
は
少
な
い
。

平
成
28
年
４
月
に
は
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ

れ
、
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
推
進
し
、

も
っ
て
全
て
の
国
民
が
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分

け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
中
で
、
今
回
は
精
神
障
害
者
も
、
同
様
の
割
引
を

求
め
る
よ
う
に
国
か
ら
事
業
者
へ
働
き
か
け
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
が
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
た
。

概要

質
疑

意
見
書
に
対
す
る

　
　
　

民
間
の
企
業
努
力

と
し
て
負
担
を
か
け
る
の

で
は
な
く
、
国
の
法
整
備

と
し
て
求
め
て
い
く
べ
き

で
は
。

【
提
出
者
】 

そ
の
通
り
で

あ
る
が
、
意
見
書
の
お
願

い
を
優
先
し
た
。

問

　
　
　

意
見
書
案
の
「
全

国
調
査
で
、
精
神
障
害
者

の
多
く
は
就
労
が
困
難
で
、

在
宅
の
精
神
障
害
者
の
大

半
が
家
族
と
同
居
し
親
は

ほ
と
ん
ど
が
年
金
生
活
者

で
高
齢
化
に
よ
り
経
済
的

支
援
力
が
弱
ま
っ
て
い
る

問

等
の
実
態
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。」
と
あ
る
が
、
町

内
の
実
態
は
。

【
提
出
者
】 

実
態
を
ふ
ま

え
て
い
な
い
。

　
　
　

実
態
と
か
け
離
れ

て
る
部
分
に
つ
い
て
、
そ

の
ま
ま
提
出
す
れ
ば
議
会

の
資
質
を
問
わ
れ
る
の
で

は
。

【
提
出
者
】 

事
実
は
調
査

し
て
い
な
い
。

問賛否が分かれた意見書

（注）新堀行雄議員は、議長のため採決には加わらない。　〇は賛成　×は反対

件　　　名
議員名

結　果
精神障害者の旅
客運賃等の割引
を求める意見書

福
井

松
岡

藤
本

小
林

溝
北

福
岡

氏
岡

浦
中

赤
阪

大
原

東
芝

宮
井

雑
賀

新
堀

×○○○○○○○○○○○○－12対１で可決

　

昨
年
の
11
月
、
職
員
の

公
金
横
領
事
件
が
発
覚
し

た
花
園
守
口
ふ
る
さ
と
村

に
つ
い
て
、
守
口
市
は
、

運
営
か
ら
離
脱
し
た
い
と

い
う
意
向
を
明
ら
か
に
し

た
。
８
月
22
日
の
両
市
町

に
よ
る
運
営
連
絡
会
議
で

花
園
守
口
ふ
る
さ
と
村
の

共
同
運
営
廃
止
が
確
認
さ

れ
た
。
町
職
員
に
よ
る
公

金
の
横
領
が
10
年
以
上
に

お
よ
ん
で
い
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
損
失
補
て
ん
と
し

て
本
町
が
守
口
市
に
３
０

０
万
円
を
支
払
う
こ
と
で

合
意
し
た
。

　

残
さ
れ
た
課
題
は
、
事

業
の
終
結
の
た
め
に
協
定

書
と
覚
書
を
廃
止
す
る
こ

と
、
守
口
市
が
予
算
を
組

ん
で
い
な
い
平
成
30
年
度

の
赤
字
補
て
ん
分
を
ど
う

す
る
か
な
ど
で
あ
る
。
本

町
と
守
口
市
の
友
好
都
市

は
存
続
さ
れ
、
新
し
い
形

態
は
協
議
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

花
園
守
口

　

ふ
る
さ
と
村

ト 

ピ 

ッ 

ク 

ス
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放課後の子育て支援
すすまない

議案審議

　

教
育
委
員
会
は
、
平
成
29
年
度
の
55
事
業
に
対

し
、
教
育
委
員
会
及
び
外
部
評
価
委
員
に
よ
る
評

価
を
行
い
「
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執

行
状
況
の
点
検
及
び
評
価
に
関
す
る
報
告
」
を
議

会
に
提
出
し
た
。

児
童
館
・
学
童
保
育

　
　
　

の
課
題
は

　
　
　

笠
田
ひ
ま
わ
り
キ

ッ
ズ
の
建
て
替
え
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

【
教
育
総
務
課
長
】 

建
て

替
え
る
こ
と
が
一
番
の
解

決
方
法
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
財
源
を
確
保
し
て
建

て
替
え
を
決
定
し
た
い
。

が
増
え
て
い
る
な
か
子
育

て
支
援
で
き
る
よ
う
午
後

６
時
ま
で
開
館
し
て
は
。

【
生
涯
学
習
課
長
】 

検
討

し
た
い
。

も
の
人
数
が
減
少
し
、
育

成
会
の
方
々
の
人
数
も
減

っ
て
い
る
な
か
で
、
子
ど

も
会
活
動
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
。
子
ど
も
会
離
れ

も
あ
る
。
合
併
な
ど
も
考

え
て
い
か
な
い
と
。

問

文
化
財
事
業
拠
点
は

　
　
　

「
川
上
酒
文
化
伝

承
館
」
が
廃
止
さ
れ
、
文

化
財
保
護
・
活
用
に
お
け

る
拠
点
施
設
が
な
く
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

【
生
涯
学
習
課
長
】　

未
利

用
施
設
の
活
用
や
施
設
の

設
置
も
視
野
に
入
れ
て
考

え
る
。

れ
た
財
源
の
中
で
ど
の
よ

う
に
充
実
す
る
か
苦
慮
し

て
い
る
。

議
し
た
い
。

問

　
　
　

町
長
と
教
育
委
員

会
が
協
議
す
る
総
合
教
育

会
議
で
昨
年
議
会
が
提
言

し
た
子
ど
も
の
貧
困
を
な

ぜ
協
議
し
な
か
っ
た
の
か
。

議
会
を
軽
視
し
て
い
る
の

で
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】 

総
合

教
育
会
議
で
は
か
つ
ら
ぎ

町
教
育
大
綱
を
協
議
し
た
。

子
ど
も
の
貧
困
は
今
後
協

問

　
　
　

給
食
の
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
具

体
的
対
応
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】 

対
象

の
子
ど
も
が
除
去
対
応
を

行
う
。
も
し
く
は
、
家
庭

か
ら
お
か
ず
を
持
参
す
る
。

問

支
援
学
級
の
充
実

　
　
　

昨
年
子
ど
も
議
会

で
中
学
校
へ
の
司
書
配
置

が
提
案
さ
れ
た
が
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

笠
田

・
妙
寺
小
学
校
に
は
司
書

資
格
の
あ
る
人
を
配
置
し

て
い
る
が
、
中
学
校
に
は

配
置
し
て
い
な
い
。
限
ら

問

　
　
　

特
別
支
援
教
育
支

援
員
事
業
で
課
題
の
あ
る

子
ど
も
の
実
態
を
把
握
し

な
け
れ
ば
、
具
体
的
な
対

策
や
人
的
対
策
が
と
れ
な

い
の
で
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】 

学
校

で
支
援
の
必
要
な
子
ど
も

は
把
握
し
て
お
り
、
教
職

員
が
指
導
計
画
を
作
成
し

対
応
し
て
い
る
。

問

　
　
　

子
ど
も
会
活
動
の

最
大
の
問
題
は
何
か
。

【
生
涯
学
習
課
長
】　

子
ど

問

　
　
　

放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
で
登
録
者
数
、

笠
田
65
人
・
妙
寺
94
人
の

大
き
な
差
の
原
因
は
。
子

ど
も
の
貧
困
が
関
係
し
て

い
る
の
で
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】 

原
因

を
把
握
し
て
い
な
い
。

問
　
　
　

妙
寺
公
民
館
に
併

設
し
て
い
る
、
妙
寺
児
童

館
の
閉
館
時
間
は
午
後
５

時
な
の
で
、
共
働
き
家
庭

問

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は

実
態
把
握
含
め
す
す
ん
で
い
な
い

学
校
給
食
事
業

改築計画のない丁ノ町児童館

平成29年度

教育委員会
報告に
対する質疑
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平成29年度決算

監査委員に
対する質疑 経常収支比率 103.2％

だいじょうぶか?　町財政

　
　
　
　

財
政
の
硬
直
化
で
経
常
収
支
比
率
が
増
加

　
　
　
　

し
て
、
不
足
分
を
基
金
で
対
応
。
要
因
は

　
　
　
　

歳
入
で
地
方
交
付
税
な
ど
が
減
少
。
歳
出

で
は
こ
ど
も
園
運
営
委
託
費
や
伊
都
消
防
組
合
負
担

金
な
ど
が
増
加
。
ま
た
開
発
公
社
解
散
に
伴
う
起
債

の
償
還
金
は
１
億
２
０
０
０
万
円
。

概要

　
　
　

井
本
町
長
就
任
以

来
、
経
常
収
支
比
率
は

91
・
５
％
か
ら
１
０
３
・

２
％
と
11
・
７
％
も
増
加

し
て
お
り
、
現
町
政
も
そ

の
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

【
監
査
委
員
】　

事
業
の
優

先
順
位
を
見
極
め
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の

徹
底
、
収
納
率
の
向
上
な

ど
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
用
い
、

自
主
財
源
の
確
保
が
必
要

だ
。 問

総
合
的
な

　

徴
収
調
整
を

　
　
　

徴
収
率
で
は
、
町

税
が
０
・
08
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
、
公
営
住
宅
使
用
料

が
０
・
19
ポ
イ
ン
ト
下
が

っ
た
の
は
、
総
合
的
に
徴

収
す
る
た
め
の
担
当
職
員

を
税
務
課
に
配
置
し
て
い

た
の
を
止
め
た
か
ら
で
は

な
い
か
。

【
監
査
委
員
】　

配
置
に
よ

っ
て
成
果
は
あ
っ
た
が
、

問

住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
の
今
後
は

　
　
　

住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
は
、
償
還
す
る

必
要
性
と
同
和
対
策
事
業

と
し
て
の
意
義
を
踏
ま
え

今
後
の
方
向
は
。

【
監
査
委
員
】　

事
業
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
県
の
補
助

金
を
活
用
し
て
債
権
放
棄

も
あ
り
得
る
。

問
　
　
　

昨
年
の
課
題
は
、

審
査
・
指
導
の
た
め
専
門

的
な
知
識
を
持
っ
た
職
員

の
配
置
を
検
討
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
今
年
度
も
そ

の
ま
ま
課
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
監
査
の
段
階
で
ど

の
よ
う
に
扱
っ
た
の
か
。

【
監
査
委
員
】　

通
常
の
職

員
で
も
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
以
上
に
つ
い
て

は
、
執
行
権
の
こ
と
も
あ

り
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。

問 本
来
の
担
当
に
分
か
れ
た

と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
が
影
響
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
、
把
握
で
き
て
い

な
い
。

特
別
会
計

「
花
圃
の
里
」運
営

水
道
事
業
会
計

悪
質
滞
納
者
に
給
水
停
止
処
分

　
　
　
　

平
成
29
年
度
決
算
は
、
総
収
益
４
億
１

　
　
　
　

２
７
５
万
１
０
０
０
円
、
総
費
用
３
億

　
　
　
　

４
７
０
２
万
６
０
０
０
円
で
純
利
益
６

５
７
２
万
５
０
０
０
円
。
企
業
債
残
高
は
９
億
２

０
７
８
万
３
０
０
０
円
で
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。

水
道
料
金
の
現
年
徴
収
率
は
98
・
30
％
で
前
年
よ

り
０
・
32
ポ
イ
ン
ト
増
。

概要

　
　
　

当
年
度
純
利
益

は
前
年
度
比
２
３
６
１

万
２
０
０
０
円
の
収
益

増
の
理
由
は
。

【
監
査
委
員
】　

有
水
水

量
が
、
家
庭
用
以
外
で

前
年
度
比
１
０
４
・
63

％
伸
び
、
有
収
率
が

80
・
38
％
と
２
・
33
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
た
こ
と

だ
。 問

　
　
　

当
年
度
か
ら
か

つ
ら
ぎ
町
水
道
事
業
給

水
条
例
に
基
づ
い
て
給

水
停
止
措
置
を
実
施
し

た
と
あ
る
が
、
そ
の
実

態
は
。

【
監
査
委
員
】　

悪
質
滞

納
者
に
限
っ
て
実
施
し

た
。 問 決

算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

小
林　

総
一

副
委
員
長　

宮
井　

健
次

委　

員　

雑
賀　

増
己

　

〃　
　

浦
中　

隆
男

　

〃　
　

福
岡
久
二
子

　

〃　
　

松
岡　

宏
行
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議案審議

人　

事

　

次
の
方
々
を
委
員
に
選
任
、
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意

し
た
。

　

（
76
歳
・
佐
野
）

松
本　

公
望 

氏
（
再
）

ま
つ
も
と　
　
き
ん
も
ち

　

（
68
歳
・
下
天
野
）

佐
藤　

惠 

氏
（
再
）

さ 

と
う　

 

め
ぐ
み

公
平
委
員
会
委
員

　
　
　
　

（
任
期
４
年
）

　

（
62
歳
・
花
園
梁
瀬
）

浦
中　

み
つ
る 

氏
（
再
）

う
ら
な
か

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
　
　
　

（
任
期
３
年
）

　

（
58
歳
・
滝
）

山
本　

武
美 

氏
（
再
）

や
ま
も
と　
　

た
け 

み

台風などによる被災後の支援について
(家屋被害を中心とした対応)　平成29年12月会議

Q
A

家財等の廃棄物収集はしてくれないのか。
災害廃棄物処理計画を策定し、対応できる体制
を目指す。

その後
本年8月に処理計画を策定済み。
収集は被害状況に応じて対応す
る。

Q
A

被災者対策(災害別支援策)マニュアル作成を。

被災者対応マニュアルを作成していく。
その後 支援体制一覧を作成済み。さら

に検討し改正予定。

Q
A

なぜ災害ボランティア募集をしないのか。

募集や登録は町社協と連携を取り進めていく。
その後 町社協(県社協)への登録を募集

中。現在５人登録。

Q
A

町独自の災害義援金制度を立ち上げるべきでは。

立ち上げに何ら支障ない。
その後 被害状況を見て、義援金を募集

する。

災害が立て続けに起こっており、今後いつ大災
害が本町で起こっても不思議ではない。
待ったなしの対応が求められている。

町の対応について一言
浸水して使えなくなった家財浸水して使えなくなった家財浸水して使えなくなった家財



9 議会だよりかつらぎ
2018.11.1　79号

お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

平
成
29
年
２
月
８
日
か
ら
、
地
域
防
災

　
　
　
　

拠
点
と
し
て
の
活
用
を
主
た
る
目
的
と
し

　
　
　
　

て
、
妙
寺
公
民
館
南
側
の
大
ホ
ー
ル
改
築

工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
平
成
30
年
３
月
26
日
に
完

成
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
然
災
害
な
ど
に
よ

り
二
度
の
工
事
契
約
変
更
に
つ
い
て
の
議
案
が
議
会

へ
提
出
さ
れ
、
可
決
と
な
り
工
事
期
間
が
変
更
さ
れ

た
。

　

質
疑
の
中
で
は
、
近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
か
ら

町
民
の
方
の
命
を
守
る
た
め
に
も
避
難
所
等
と
し
て

必
要
な
施
設
で
あ
り
、
早
期
完
成
を
求
め
る
声
も
多

く
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

経過
妙
寺
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開
館

使
用
時
間

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　

午
前
9
時
〜
午
後
12
時

　

午
後
1
時
〜
午
後
5
時

　

午
後
6
時
〜
午
後
10
時

※
使
用
に
は
事
前
申
請
が

必
要
で
す
。
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

妙
寺
公
民
館

　

か
つ
ら
ぎ
町
妙
寺

　
　

4
4
5
番
地
の
１

　

☎
2
2
―
6
6
6
8

　

有
線　

2
4
8
1
2

「議会だより かつらぎ」
表紙写真を募集しています

内容 町内で撮影された人物やイベントの写真
方法 住所・氏名・連絡先やタイトルなどを記入しメールなどで応募が可能です

詳しくは かつらぎ町議会事務局
住所：〒649-7192　かつらぎ町丁ノ町2160番地
電話：0736-22-0300㈹　FAX：0736-22-0604
ホームページ：http://www.town.katsuragi.wakayama.jp/gikai/

今まで掲載された写真の一部

ケイタイからも応募が可能です。
あなたの記念の一枚！お待ちしています。
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議会だよりかつらぎ
2018.11.1　79号

一般質問

11

12

13

14

15

16

17

18

19

ページ 質　　問　　事　　項 質  問  議  員

災害弱者の個別計画策定を

本町の基金（貯金）は、いくらあれば適正か

英語の教科化で大事なことは

新興住宅地を優先に防火水槽設置を

防災行政無線導入に向けて見積もりを

子どもの安全守るブロック塀対策、体育館（避難所）への空調設置を

買い物ができるようコミバス発着時間の変更を

待機児童を生まないようにしてほしい

転入者の悩みの一つ。合葬墓等の検討は

松 岡 宏 行

溝 北 好 一

福 岡 久 二 子

藤 本 憲 一

小 林 総 一

宮 井 健 次

浦 中 隆 男

東 芝 弘 明

赤 阪 岩 男

町民町民のおもいおもいを届ける届ける6060分町民のおもいを届ける60分

井本町長

　一般質問は、議員が事前に提出した通告書に基づいて、
町政に関する提案や質問を行うもので、持ち時間は一人60
分。なお、記事は、質問者の責任において作成されたもの
である。
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一般質問

松 岡 宏 行 議員

　
　

災
害
時
に
は
訓
練

し
た
こ
と
し
か
で
き
な
い
。

自
然
災
害
の
発
生
を
と
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

過
去
の
災
害
か
ら
学
ぶ
こ

と
で
次
の
被
害
を
最
小
限

に
す
る
努
力
は
で
き
る
と

言
う
が
。
町
長
の
考
え
は
。

【
町
長
】　

事
前
に
対
応
で

き
る
こ
と
と
対
応
が
困
難

な
こ
と
が
あ
る
。
あ
ら
ゆ

る
災
害
に
向
け
て
取
り
組

み
た
い
。

問

　
　

課
題
の
あ
る
人
を

特
定
し
、
ど
の
よ
う
に
避

難
誘
導
し
て
い
く
こ
と
が

個
別
計
画
。
具
体
的
な
訓

練
に
よ
り
災
害
時
に
生

命
・
財
産
を
守
れ
る
。
今

後
の
個
別
計
画
作
成
は
。

【
町
長
】　

迅
速
に
対
応
し

て
い
く
。

問

問

　
　

西
日
本
豪
雨
で
岡

山
県
が
行
方
不
明
者
の
氏

名
を
公
表
し
た
。
26
年
の

広
島
土
砂
災
害
で
、
広
島

市
が
行
方
不
明
者
の
氏
名

を
公
表
、
寄
せ
ら
れ
た
情

問

　
　

西
日
本
豪
雨
災
害

の
岡
山
県
、
広
島
県
、
愛

媛
県
で
視
覚
障
害
者
協
会

等
に
約
１
４
１
０
人
が
所

属
す
る
な
か
、
避
難
者
６

人
の
み
で
、
災
害
弱
者
の

課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
３
県
の
市
町
村
の
８

割
以
上
で
、
災
害
発
生
時

に
自
力
避
難
が
困
難
な
高

齢
者
や
障
害
者
等
の
災
害

弱
者
へ
の
支
援
者
や
避
難

先
を
定
め
る
「
個
別
計

画
」
の
策
定
が
完
了
し
て

い
な
い
。
国
の
指
針
は
①

全
体
計
画
策
定
②
要
支
援

者
名
簿
の
作
成
③
要
支
援

者
名
簿
の
活
用
④
個
別
計

画
の
策
定
⑤
地
域
の
共
助

力
の
向
上
で
、
本
町
の
取

り
組
み
は
。

【
総
務
課
長
】　

②
ま
で
個

別
計
画
は
で
き
て
い
な
い
。

作
成
す
べ
く
準
備
中
。

作
成
し
た
こ
と
で
、
地
域

の
共
助
の
体
制
や
力
量
が

深
ま
り
、
死
傷
者
な
し
と

い
う
大
き
な
教
訓
。
地
域

防
災
の
組
織
力
を
向
上
す

る
に
は
、
大
洲
市
の
よ
う

に
具
体
的
な
テ
ー
マ
を
基

に
取
り
組
む
こ
と
し
か
な

い
。
毎
年
開
催
し
て
い
る

自
主
防
災
組
織
の
連
絡
協

議
会
総
会
で
、
要
配
慮
者

の
個
別
計
画
の
作
成
と
訓

練
を
提
案
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
課
題
に
取
り
組
め

る
の
で
は
。

【
町
長
】　

総
会
に
限
ら
ず
、

普
段
か
ら
具
体
的
行
動
の

訓
練
も
含
め
定
期
的
に
協

議
あ
る
い
は
自
主
防
災
組

織
間
の
連
携
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

問

災害弱者の個別計画策定を
迅速に対応する町 長

報
か
ら
捜
索
場
所
を
特
定

し
、
人
員
や
機
材
を
集
中

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

27
年
の
鬼
怒
川
決
壊
の
水

害
で
、
県
や
市
が
行
方
不

明
者
の
人
数
の
み
公
表
で
、

無
事
確
認
に
時
間
を
要
し
、

自
衛
隊
等
と
の
情
報
共
有

が
遅
れ
、
確
認
後
も
捜
索

が
続
く
事
態
を
招
い
た
。

個
人
情
報
保
護
か
公
益
性

を
ふ
ま
え
て
公
表
か
。

【
町
長
】　

災
害
時
の
個
人

情
報
の
外
部
提
供
で
、
要

支
援
者
は
事
前
に
了
解
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
最

終
的
に
行
方
不
明
者
の
捜

索
は
時
間
と
の
競
争
で
、

家
族
も
い
な
い
場
合
も
あ

る
の
で
、
公
表
せ
ざ
る
を

得
な
い
。 き　

ぬ　
が
わ

　
　

行
方
不
明
者
の
公

表
は
町
民
と
共
有
す
る
た

め
、
一
定
の
議
論
も
含
め

な
が
ら
町
民
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
大
事
。

　

愛
媛
県
大
洲
市
が
配
布

し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

契
機
に
、
市
内
の
三
善
地

区
が
要
支
援
者
な
ど
を
書

き
込
ん
だ
避
難
マ
ッ
プ
を

お
お　
ず

み　
よ
し

中飯降自治区・紀北農芸高校・農業大学校
合同防災訓練（平成27年）
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一般質問

溝 北 好 一 議員

　
　

経
済
の
動
き
に
よ

り
市
町
村
の
税
収
が
大
き

く
左
右
さ
れ
る
。
ま
た
、

頻
繁
に
発
生
す
る
災
害
に

よ
り
予
測
も
し
な
い
被
害

に
、
お
金
が
必
要
以
上
に

か
か
る
時
、
全
国
の
都
道

府
県
市
町
村
は
個
々
の
自

治
体
で
自
ら
住
民
を
守
る

た
め
基
金
を
増
や
す
動
き

が
で
て
い
る
。
本
町
の
基

金
の
種
類
は
。

【
会
計
課
長
】　

大
き
く
分

類
す
る
と
４
基
金
に
①
財

政
調
整
基
金
。
家
庭
で
の

貯
金
に
当
た
る
。
災
害
や

緊
急
時
に
活
用
②
減
債
基

金
。
町
の
借
入
金
の
計
画

的
返
済
基
金
③
特
定
目
的

基
金
。
例
え
ば
庁
舎
の
建

設
目
的
な
ど
の
基
金
、
現

在
14
の
特
定
目
的
基
金
が

あ
る
④
定
額
運
用
基
金
。

問

　
　

貯
金
に
該
当
す
る

財
政
調
整
基
金
の
４
月
１

日
現
在
は
。

【
会
計
課
長
】　

29
年
に
３

億
６
１
０
０
万
円
取
り
崩

し
、
前
年
よ
り
２
億
４
６

８
０
万
円
減
の
８
億
４
９

７
２
万
２
０
０
０
円
に
な

る
。 問

　
　

な
ぜ
、
大
き
く
減

少
し
た
の
か
。

【
会
計
課
長
】　

人
口
減
な

ど
に
よ
り
、
当
初
計
画
よ

り
交
付
税
が
大
き
く
減
少
。

問

　
　

本
町
の
重
要
な
オ

リ
ジ
ナ
ル
事
業
の
数
々
で

あ
る
が
。

【
町
長
】　

特
に
財
政
調
整

基
金
は
13
億
か
ら
14
億
近

く
あ
っ
た
が
、
今
は
取
り

崩
し
の
時
期
。
30
年
度
は
、

目
的
基
金
も
取
り
崩
し
て

の
予
算
編
成
で
あ
る
。

問
　
　

目
的
基
金
は
、
目

的
を
明
確
に
基
本
を
ぶ
れ

な
い
活
用
を
願
う
。

　

財
政
調
整
基
金
は
、
し

っ
か
り
た
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
家
庭
で

も
、
災
害
や
事
故
・
病
気

等
予
期
せ
ぬ
時
の
た
め
に

年
収
の
２
割
程
度
が
必
要

か
と
。
企
業
で
も
行
政
で

も
同
じ
と
考
え
る
が
。

【
会
計
課
長
】　

財
政
調
整

基
金
の
適
正
額
は
、
決
ま

っ
て
い
な
い
。
基
準
も
な

い
、
会
計
担
当
課
と
し
て

十
数
億
円
の
基
金
確
保
が

目
標
で
あ
る
。

【
町
長
】　

私
が
就
任
し
て

ピ
ー
ク
時
13
億
円
の
後
半
。

地
方
交
付
税
の
減
少
・
開

発
公
社
の
解
散
が
あ
り
収

支
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な

い
状
況
下
、
歳
出
の
削
減

が
避
け
ら
れ
な
い
現
在
、

後
世
に
大
き
な
負
担
を
残

さ
な
い
意
味
で
は
、
20
億

円
程
度
の
見
通
し
を
持
つ
。

問

　
　

そ
の
た
め
の
財
政

調
整
基
金
で
あ
る
わ
け
だ

が
、
他
に
14
あ
る
特
定
目

的
基
金
は
。

【
会
計
課
長
】　

①
堀
口
晃

教
育
振
興
基
金
②
文
化
財

保
護
基
金
③
地
域
福
祉
基

金
④
北
本
宗
春
聴
覚
障
害

者
福
祉
事
業
基
金
⑤
地
域

食
材
供
給
施
設
整
備
基
金

⑥
ま
ち
づ
く
り
基
金
⑦
公

立
学
校
施
設
整
備
基
金
⑧

ふ
れ
あ
い
会
館
施
設
整
備

基
金
⑨
ふ
る
さ
と
か
つ
ら

ぎ
基
金
（
ふ
る
さ
と
納
税

に
か
か
る
寄
付
金
）
⑩
定

住
促
進
住
宅
整
備
基
金
⑪

災
害
対
策
基
金
⑫
庁
舎
建

設
基
金
⑬
ふ
る
さ
と
の
森

づ
く
り
基
金
⑭
か
つ
ら
ぎ

西
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
上

り
線
地
域
振
興
施
設
整
備

基
金
で
あ
る
。

問 本
町
の
場
合
は
物
品
調
達

基
金
が
あ
る
。

本町の基金(貯金)は、いくらあれば適正か
財政調整基金として20億円あれば町 長

財政調整基金積立金

財政調整基金繰入金

年 度 末 残 高

前年度からの増減

134,191

143,000

1,376,683

129,396

207,000

1,299,079

△77,604

155,557

138,600

1,316,036

16,957

191,486

411,000

1,096,522

△219,514

114,200

361,000

849,722

△246,800

51,019

418,000

482,741

△366,981

区　　分

会計課資料

決 算 額
平成25年度

決 算 額
平成26年度

決 算 額
平成27年度

決 算 額
平成28年度

決 算 額
平成29年度

予 算 額
平成30年度

財政調整基金の状況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
り
ぐ
ち
あ
き
ら

　
　
　
　

き
た
も
と
む
ね
は
る

（単位：千円）
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小
学
校
で
今
行
わ

れ
て
い
る
英
語
（
正
確
に

は
外
国
語
）
活
動
と
、
平

成
32
年
度
か
ら
５
・
６
年

生
で
実
施
さ
れ
る
教
科
と

し
て
の
英
語
と
の
違
い
は

ど
こ
に
あ
る
か
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

英
語

活
動
は
、
予
備
知
識
が
な

く
て
も
児
童
が
楽
し
め
る

内
容
で
あ
る
の
に
対
し
、

教
科
と
し
て
の
英
語
は

「
積
み
上
げ
」
を
意
識
。

教
科
書
が
使
わ
れ
、
読
み

書
き
が
加
わ
り
、
テ
ス
ト

と
評
価
も
あ
る
。

問

　
　

現
場
で
の
課
題
と

行
政
の
支
援
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

小
学

校
教
員
の
英
語
力
・
指
導

力
向
上
の
た
め
の
研
修
を

し
て
い
る
。
こ
の
８
月
末

の
研
修
に
は
43
人
が
参
加

し
た
。
全
小
学
校
教
員
の

70
％
に
当
た
る
。

問

　
　

小
学
校
の
英
語
の

教
科
化
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
一
番
大
事
に
し
て

い
き
た
い
の
は
ど
う
い
う

点
か
。

【
教
育
長
】　

一
つ
目
は
、

英
語
教
育
が
「
親
し
む
」

か
ら
「
学
ぶ
」
へ
変
わ
っ

た
と
い
う
こ
と
。
二
つ
め

は
、
英
語
を
通
じ
て
多
様

性
に
触
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
人
生
の
豊
か
さ
に
つ
な

が
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、

英
語
を
学
ぶ
の
が
楽
し
い

と
い
う
こ
と
を
特
に
大
切

に
し
た
い
。

※ 

そ
の
他　

手
話
通
訳

者
雇
用
に
つ
い
て
、
平
成

29
年
12
月
の
一
般
質
問
答

弁
に
関
わ
っ
て
、
再
度
町

長
に
質
問
し
た
。

問

　
　

子
ど
も
た
ち
は
楽

し
ん
で
英
語
を
学
習
し
て

い
る
と
い
う
報
告
だ
が
、

教
師
た
ち
は
ど
う
か
。
通

常
、
学
校
教
育
は
資
格
を

持
っ
た
教
員
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
が
、
新
し
く
始
ま

る
英
語
の
授
業
は
学
級
担

任
が
そ
の
主
体
者
と
な
っ

て
い
る
。
担
任
の
負
担
は

大
き
い
。
文
部
科
学
省
の

求
め
る
英
語
教
育
を
実
現

し
よ
う
と
す
れ
ば
、
も
っ

と
少
人
数
の
ク
ラ
ス
で
な

い
と
不
可
能
だ
。
条
件
の

整
わ
な
い
中
で
、
重
い
責

任
の
あ
る
教
員
の
本
音
や

意
見
を
と
ら
え
る
た
め
調

査
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
教
育
長
】　

教
員
の
不
安

は
聞
い
て
い
る
が
、
研
修

や
実
践
を
積
み
重
ね
、
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ

て
い
る
。
町
内
の
小
中
学

校
に
い
る
１
２
０
人
ほ
ど

の
教
職
員
一
人
一
人
と
の

面
談
を
予
定
し
て
い
る
。

調
査
よ
り
も
私
自
身
の
耳

で
聞
か
せ
て
も
ら
う
。
文

科
省
の
用
意
し
た
英
語
専

科
教
員
で
は
担
任
が
育
た

な
い
の
で
、
本
町
で
は
専

科
教
員
で
は
な
く
、
担
任

が
責
任
持
っ
て
授
業
が
で

き
る
よ
う
に
、
配
置
し
た

指
導
教
員
を
活
用
し
た
い
。

問

　
　

こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
と
教
科
化
へ
の
準
備

の
内
容
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

平
成

14
年
度
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
の
導
入
、

平
成
23
年
度
か
ら
５
・
６

年
生
で
年
間
35
時
間
の
英

語
活
動
を
全
面
実
施
。
平

成
32
年
度
か
ら
は
５
・
６

年
生
は
英
語
が
教
科
と
な

り
年
70
時
間
、
３
・
４
年

生
は
英
語
活
動
が
年
35
時

間
の
全
面
実
施
と
な
る
。

今
年
度
か
ら
２
年
間
は
移

行
期
間
で
、
専
門
性
の
高

い
英
語
の
指
導
教
員
を
１

人
配
置
し
て
町
内
各
小
学

校
を
回
っ
て
い
る
。

問

英語の教科化で大事なことは
学びのよろこびを特に大切にしたい教育長

福 岡 久二子 議員

新学習指導要領対応（５・６年）小学校外国語教材（文部科学省）
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藤 本 憲 一 議員

　
　

町
民
の
命
、
財
産

を
守
る
消
防
施
設
の
な
か

で
一
番
初
動
活
動
に
適
し

て
い
る
の
が
防
火
水
槽
で

あ
る
。

　

町
は
、
毎
年
２
基
程
度

の
工
事
を
し
て
い
る
が
、

設
置
場
所
は
ど
の
よ
う
に

決
め
て
い
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】　

基
本
的
に

は
、
自
治
区
、
消
防
団
か

ら
の
要
望
を
町
で
精
査
し

優
先
順
位
を
決
め
て
い
る
。

た
だ
し
、
消
防
水
利
が
１

４
０
メ
ー
ト
ル
以
内
に
な

い
所
が
基
本
で
あ
る
。

問
　
　

最
近
妙
寺
北
部
、

笠
田
中
部
に
新
興
住
宅
が

増
え
て
い
る
。
住
宅
の
配

置
が
年
々
か
わ
っ
て
き
て

い
る
、
そ
う
い
う
所
を
重

点
的
に
計
画
で
き
な
い
か
。

問

　
　

消
火
栓
設
置
は
毎

年
10
基
程
度
実
施
し
て
い

る
。
同
一
水
系
の
所
で
同

時
に
消
火
栓
を
使
う
と
水

圧
が
低
下
す
る
。
さ
ら
に

冬
場
で
あ
れ
ば
池
や
用
水

路
に
も
水
が
少
な
い
、
ぜ

ひ
新
興
住
宅
地
に
防
火
水

槽
設
置
を
優
先
し
て
は
。

【
町
長
】　

防
火
水
槽
に
つ

い
て
は
、
十
分
に
町
全
域

に
配
置
さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
だ
。
水
道
管
が
あ

る
地
域
は
消
火
栓
で
も
十

分
初
期
消
火
に
対
応
で
き

る
。
先
ず
は
、
消
火
栓
も

な
い
、
ま
た
消
防
水
利
が

乏
し
い
所
へ
設
置
し
て
い

き
た
い
。

問

　
　

町
内
の
防
火
水
槽

は
40
ト
ン
級
が
主
で
あ
る
。

40
ト
ン
の
場
合
は
15
分
程

度
で
空
に
な
る
、
そ
こ
で

60
ト
ン
、
80
ト
ン
級
の
水

槽
設
置
は
。

【
総
務
課
長
】　

可
能
で
あ

る
が
、
工
事
費
も
増
え
町

の
負
担
も
増
え
る
。

問
　
　

最
近
の
水
槽
は
耐

震
構
造
型
で
あ
る
が
、
昭

和
の
時
代
の
水
槽
は
打
継

が
あ
る
た
め
漏
水
が
心
配

だ
。
既
設
の
水
槽
を
大
事

に
使
っ
て
い
く
た
め
の
補

修
、
ま
た
長
寿
命
化
の
考

え
は
。

【
町
長
】　

消
防
団
が
年
1

回
点
検
し
て
い
る
。
埋
設

型
水
槽
は
マ
ン
ホ
ー
ル
を

開
け
水
の
確
認
も
し
て
い

る
。
漏
水
は
内
張
り
補
修

で
対
応
し
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
繰
り
返
し
整
備
、

補
修
を
続
け
て
行
く
こ
と

に
な
る
。

問

附
帯
工
事
で
工
事
額
を
上

げ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
新

設
道
路
に
先
行
的
に
水
槽

を
入
れ
れ
ば
、
余
分
な
工

事
が
な
く
な
り
そ
の
分
大

容
量
水
槽
が
設
置
で
き
る

が
。

【
建
設
課
長
】　

先
行
的
に

水
槽
を
い
れ
る
こ
と
は
で

き
る
が
、
自
動
車
荷
重
を

考
え
た
設
計
に
な
り
、
少

し
工
事
額
が
割
高
と
な
る
。

　
　

工
事
は
深
く
掘
削

す
る
た
め
周
辺
の
復
旧
、

問

【
総
務
課
長
】　

今
現
在
、

特
に
山
間
部
を
中
心
に
消

防
水
利
の
な
い
所
に
設
置

を
進
め
て
い
る
。

新興住宅地を優先に防火水槽設置を
当面は消防水利が
             乏しい所を優先したい

町 長

大
容
量
の
防
火
水
槽

                

設
置
は
可
能
か

防
火
水
槽
の
点
検
、

                

整
備
と
長
寿
命
化

消防施設の中で初動活動に適している防火水槽

う
ち
つ
ぎ
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町
の
防
災
メ
ー
ル

へ
の
登
録
者
数
と
携
帯
所

持
者
数
は
。

【
総
務
課
長
】　

１
９
７
５

人
で
、
１
万
４
０
０
０
人

程
度
で
あ
る
。

問

　
　

情
報
伝
達
は
単
に

伝
え
る
こ
と
と
伝
わ
る
こ

と
と
は
大
き
な
違
い
が
あ

る
。
メ
ー
ル
も
便
利
で
あ

る
が
生
の
声
で
は
な
い
。

避
難
指
示
を
出
し
て
も
避

難
し
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、

町
長
が
生
の
声
で
、
命
令

調
で
話
せ
ば
危
機
感
が
あ

り
伝
わ
る
。
こ
れ
が
で
き

る
の
は
防
災
行
政
無
線
だ
。

県
下
で
唯
一
導
入
し
て
い

な
い
本
町
で
も
以
前
２
業

者
か
ら
見
積
り
を
取
っ
た
。

事
業
費
10
億
円
強
（
戸
別

受
信
機
全
戸
配
布
）
で
、

15
％
負
担
。
維
持
費
年
間

４
３
０
万
円
か
ら
１
０
０

０
万
円
強
で
あ
っ
た
。
維

持
費
が
高
い
と
し
て
断
念

し
た
。
橋
本
市
は
保
守
委

託
、
修
繕
、
電
気
代
を
入

れ
て
平
均
６
２
３
万
円
で

あ
っ
た
。
維
持
管
理
費
の

差
が
大
き
い
。
一
度
同
一

条
件
で
数
社
か
ら
見
積
り

を
取
っ
た
ら
ど
う
か
。

【
町
長
】　

防
災
無
線
の
必

要
性
は
分
か
る
。
補
助
制

度
が
変
わ
り
、
維
持
管
理

費
等
も
含
め
て
研
究
し
た

い
。 問

　
　

こ
ん
な
便
利
な
ツ

ー
ル
を
な
ぜ
今
ま
で
利
用

し
な
か
っ
た
の
か
。

【
町
長
】　

こ
れ
ま
で
も
活

用
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

問

　
　

研
究
と
見
積
り
を

取
る
の
と
は
違
う
。
見
積

り
を
取
っ
て
比
較
検
討
し

て
は
ど
う
か
。
金
が
な
い

な
ら
戸
別
受
信
機
の
一
部

負
担
と
い
う
方
法
も
あ
る
。

【
町
長
】　

補
助
制
度
の
確

認
と
全
体
研
究
を
し
、
そ

の
上
で
実
施
で
き
る
も
の

な
ら
実
施
し
た
い
。

問

　
　

本
町
で
の
障
害
の

あ
る
人
の
雇
用
実
人
員
と

雇
用
時
の
手
帳
や
判
定
書

で
の
確
認
状
況
は
。

【
総
務
課
長
】　

実
人
員
３

人
で
、
手
帳
で
確
認
し
て

い
る
。

問
　
　

公
共
団
体
の
法
定

雇
用
率
は
２
・
５
％
で
あ

る
が
、
ク
リ
ア
し
て
い
る

の
か
。

【
総
務
課
長
】　

ク
リ
ア
す

る
に
は
６
人
の
雇
用
が
必

要
。
手
帳
１
級
の
人
は
２

人
カ
ウ
ン
ト
と
な
る
の
で

４
人
と
な
り
、
２
人
不
足

で
あ
る
。

問

　
　

い
つ
ま
で
に
雇
用

率
を
達
成
さ
せ
る
の
か
。

【
町
長
】　

手
帳
を
受
け
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
職
員
に
判

定
医
の
判
定
を
受
け
て
も

ら
う
。
達
成
で
き
な
い
場

合
は
採
用
を
検
討
す
る
。

問

　
　

防
災
メ
ー
ル
と
同

内
容
の
情
報
を
発
信
で
き

る
エ
リ
ア
メ
ー
ル
は
、
平

成
23
年
９
月
か
ら
利
用
で

き
た
。
携
帯
所
持
者
全
員

に
送
れ
る
エ
リ
ア
メ
ー
ル

の
実
績
は
。

【
総
務
課
長
】　

先
般
の
９

月
４
日
、
台
風
21
号
の
時

初
め
て
活
用
し
た
。

防
災
行
政
無
線
と
は

　

親
局
と
屋
外
拡
声
子
局
を
無

線
で
つ
な
ぎ
、
情
報
を
迅
速
に

生
の
声
で
提
供
で
き
る
。
防
災

用
の
緊
急
情
報
伝
達
、
平
常
時

は
行
政
情
報
の
広
報
と
し
て
利

用
で
き
る
。
子
局
と
親
局
と
の

通
話
も
で
き
る
。
戸
別
受
信
機

で
は
降
雨
時
で
も
家
の
中
で
聞

く
こ
と
が
で
き
る
。
本
町
で
は
、

中
継
局
２
カ
所
、
子
局
60
〜
76

カ
所
必
要
。

問

防災行政無線導入に向けて見積もりを
補助制度の確認と研究をする町 長

小 林 総 一 議員

町
の
障
害
者
法
定
雇
用
率

　
　
　
　

未
達
成　

２
人
不
足

防災行政無線の概要
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一般質問

宮 井 健 次 議員

　
　

災
害
に
お
け
る
児

童
・
生
徒
の
安
全
対
策
、

と
り
わ
け
緊
急
度
の
高
い

①
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策
②
体

育
館
（
避
難
所
）
へ
の
空

調
設
置
に
つ
い
て
お
尋
ね

す
る
。

　

①
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策
―

文
部
科
学
省
の
指
示
に
よ

る
点
検
の
本
町
の
調
査
結

果
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

危
険

と
思
わ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

は
学
校
を
中
心
に
半
径
５

０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
（
学

校
敷
地
内
含
む
）
で
、
小

学
校
１
６
５
カ
所
、
中
学

校
96
カ
所
、
合
計
２
６
１

カ
所
。

問
　
　

改
修
の
た
め
の
補

助
制
度
は
つ
く
ら
な
い
の

か
。 問

　
　

②
体
育
館
（
避
難

所
）
へ
の
空
調
設
置
―
町

の
避
難
所
に
な
っ
て
い
る

施
設
で
空
調
設
備
の
あ
る

の
は
何
カ
所
か
。

【
総
務
課
長
】　

61
カ
所
の

う
ち
41
カ
所
。

問
　
　

環
境
省
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
に
よ
る
と
「
暑
さ

指
数
」
31
度
以
上
は
、
運

動
は
原
則
中
止
。
特
に
子

ど
も
は
中
止
す
べ
き
と
指

針
を
出
し
て
い
る
。
学
校

の
体
育
館
は
避
難
所
に
も

な
っ
て
お
り
優
先
的
に
空

調
施
設
を
設
置
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

【
町
長
】　

相
当
大
き
な
経

費
が
必
要
な
の
で
、
直
ち

に
と
い
う
の
は
難
し
い
。

問※
総
務
省
の
「
緊
急
防
災

減
災
事
業
債
」
を
使
え
ば

町
の
負
担
は
30
％
で
済
む
。

ぜ
ひ
活
用
を
。

　
　

５
月
か
ら
の
大
雨

に
よ
っ
て
町
道
丁
ノ
町
２

号
線
が
崩
落
し
た
。
そ
の

際
、
耕
作
者
の
柿
畑
が
流

入
し
た
土
砂
に
よ
っ
て
多

大
な
被
害
を
受
け
た
。
５

月
の
大
雨
当
初
か
ら
崩
落

の
危
険
を
訴
え
町
に
対
策

を
要
望
し
た
が
、
不
充
分

な
対
応
し
か
な
か
っ
た
。

耕
作
者
は
、
青
年
就
農
の

国
の
補
助
金
で
始
め
た
40

代
の
青
年
で
よ
う
や
く
軌

道
に
乗
り
始
め
た
矢
先
の

事
故
だ
。
町
に
損
害
賠
償

し
た
い
と
申
し
込
む
と
、

「
想
定
外
の
自
然
災
害
」

は
賠
償
保
険
の
対
象
外
と

い
わ
れ
た
。
な
ぜ
か
。

【
町
長
】　

今
回
初
め
て
の

こ
と
。
個
々
の
過
失
の
有

無
に
つ
い
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

 

ま
と
め　

こ
の
他
に
県

立
医
大
紀
北
分
院
の
在
り

方
、
特
に
医
師
不
足
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

問

【
町
長
】　

検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

子どもの安全守るブロック塀対策、
　  体育館（避難所）への空調設置を

町
道
の
崩
落
事
故
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て

検討する町 長

町
道
丁
ノ
町
２
号
線
の
崩
落
現
場
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一般質問

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
以
外
の
交
通
手
段
の
検

討
状
況
は
。

【
総
務
課
長
】　

町
長
か
ら

経
済
比
較
と
利
便
性
に
つ

い
て
検
討
す
る
よ
う
指
示

を
受
け
て
い
る
が
、
検
討

を
始
め
た
段
階
で
あ
る
。

問
　
　

新
た
な
交
通
手
段

は
、
い
つ
ぐ
ら
い
に
見
通

し
が
立
つ
の
か
。

【
総
務
課
長
】　

現
時
点
で

は
明
確
な
答
え
が
で
き
な

い
。 問

　
　

「
コ
ミ
バ
ス
に
乗

っ
て
買
い
物
に
行
き
た
い

け
ど
、
帰
り
の
バ
ス
ま
で

の
時
間
が
短
す
ぎ
て
、
ゆ

っ
く
り
買
い
物
が
で
き
な

い
」
と
の
声
が
あ
る
。
現

在
の
運
行
の
ま
ま
で
も
発

着
時
間
を
調
整
す
る
ゆ
と

り
は
あ
る
。
す
れ
ば
買
い

物
な
ど
の
利
用
者
が
増
加

す
る
の
で
は
な
い
の
か
。

【
総
務
課
長
】　

新
た
な
交

通
手
段
へ
の
切
り
替
え
が

で
き
な
け
れ
ば
、
買
い
物

問

が
で
き
る
時
間
を
確
保
す

る
ダ
イ
ヤ
を
組
ん
で
行
き

た
い
。

【
町
長
】　

買
い
物
や
病
院

は
、
一
定
の
時
間
を
確
保

し
な
い
と
利
用
出
来
な
い

の
で
検
討
し
た
い
。

　
　

新
た
な
施
設
が
完

成
し
て
も
使
い
勝
手
が
悪

い
と
か
、
不
具
合
が
あ
る

な
ど
、
た
び
た
び
感
じ
る

こ
と
が
あ
る
。
設
計
事
務

所
に
丸
投
げ
し
て
い
る
の

で
は
な
い
の
か
。

　

い
ろ
ん
な
事
例
も
調
査

研
究
す
る
な
ど
、
後
々
改

修
の
必
要
が
な
い
よ
う
、

専
門
の
職
員
を
配
置
し
、

完
成
ま
で
責
任
を
持
っ
て

対
応
す
る
体
制
を
つ
く
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

の
か
。

【
町
長
】　

残
念
な
が
ら
中

に
は
利
便
性
に
問
題
の
あ

る
も
の
が
あ
る
。

　

設
計
に
も
っ
と
注
力
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

ふ
う
に
感
じ
て
い
る
。
設

計
図
書
を
完
成
す
る
過
程

で
、
余
り
に
も
丸
投
げ
み

た
い
な
形
が
原
因
で
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
る
。

今
は
設
計
に
つ
い
て
完
成

を
見
据
え
設
計
業
者
に
的

確
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
思
っ
て
い
る
。

【
町
長
】　

今
後
、
和
泉
市

と
協
議
を
進
め
ス
ポ
ー
ツ

交
流
や
公
共
施
設
の
相
互

利
用
等
も
含
め
て
、
友
好

都
市
の
交
流
発
展
を
し
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
　

和
泉
市
に
は
設
備

の
整
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設

が
あ
る
。
本
町
で
も
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン

す
る
。
両
市
町
の
施
設
を

相
互
に
利
用
す
る
こ
と
で

交
流
の
促
進
が
で
き
な
い

か
。 問

買い物ができるようコミバス発着時間の変更を
検討したい町 長

浦 中 隆 男 議員

公
共
施
設
建
設
に
は

             

も
っ
と
調
査
研
究
を

和
泉
市
と
の
交
流
促
進
を

伊都消防署前を発着する河南コースのコミュニティバス
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一般質問

東 芝 弘 明 議員

　
　

佐
野
こ
ど
も
園
は
、

２
歳
児
と
３
歳
児
が
定
員

を
超
え
、
三
谷
こ
ど
も
園

は
、
１
歳
児
か
ら
５
歳
児

ま
で
定
員
を
超
え
て
い
る
。

三
谷
は
現
在
、
１
１
０
・

５
％
、
佐
野
は
98
・
８
％

と
な
っ
て
い
る
。
９
月
現

在
、
新
た
に
入
所
を
希
望

し
て
い
る
の
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

計
10

人
。
佐
野
で
９
人
、
内
ゼ

ロ
歳
児
７
人
、
１
歳
児
１

人
、
２
歳
児
１
人
、
三
谷

は
ゼ
ロ
歳
児
１
人
と
な
っ

て
い
る
。
全
員
を
受
け
入

れ
る
の
は
困
難
。

問
　
　

こ
ど
も
園
の
運
営

を
民
間
に
任
せ
る
な
か
で
、

国
際
比
較
で
も
日
本
の
保

育
士
の
賃
金
は
安
く
な
り

確
保
が
困
難
に
な
っ
た
。

問

　
　

も
う
１
園
こ
ど
も

園
を
つ
く
る
こ
と
が
、
少

子
化
対
策
の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
に
な
る
の
で
は
。

【
町
長
】　

今
の
問
題
は
、

職
員
の
確
保
で
乗
り
切
れ

る
。
た
だ
、
生
ま
れ
る
子

ど
も
の
絶
対
数
が
増
え
る

事
態
に
な
れ
ば
、
こ
ど
も

園
２
園
で
抱
え
切
れ
な
い

事
態
も
考
え
ら
れ
る
。
役

場
も
保
育
に
当
た
る
職
員

の
確
保
に
努
め
、
役
場
の

職
員
を
派
遣
し
て
で
も
待

機
児
童
を
な
く
し
た
い
。

問
　
　

笠
田
中
学
校
の
元

寄
宿
舎
は
、
東
南
海
・
南

海
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き

に
、
西
の
民
家
に
向
か
っ

て
倒
壊
し
な
い
か
。

【
建
設
課
長
】　

ま
ず
耐
震

診
断
を
し
て
地
震
で
耐
え

ら
れ
る
か
だ
。
次
に
構
造

耐
力
お
よ
び
経
年
劣
化
に

よ
る
低
下
、
お
よ
び
立
地

条
件
等
を
勘
案
し
て
耐
力

度
調
査
を
行
う
。
耐
震
診

断
と
耐
力
度
調
査
を
行
っ

て
い
な
い
の
で
、
現
状
で

は
わ
か
ら
な
い
。

問

　
　

ど
う
や
っ
て
安
全

を
確
保
す
る
の
か
。

【
町
長
】　

撤
去
に
は
、
町

単
独
の
大
き
な
費
用
が
伴

う
。
西
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

つ
い
て
は
一
定
の
財
政
支

援
が
あ
る
の
で
、
一
体
的

に
撤
去
す
る
と
ど
う
な
る

か
を
考
え
る
。
常
識
的
に

は
、
木
造
で
は
な
い
の
で

横
倒
し
は
考
え
に
く
い
。

南
側
の
鉄
骨
造
が
コ
ン
ク

リ
ー
ト
板
に
よ
る
外
壁
な

の
で
、
専
門
家
の
意
見
も

聞
い
て
判
断
を
し
た
い
。

問

　
　

一
般
質
問
を
し
て

い
る
の
に
、
町
が
建
物
の

撤
去
も
何
も
し
な
い
で
、

地
震
で
倒
壊
し
て
被
害
を

及
ぼ
し
た
ら
、
町
の
責
任

は
極
め
て
重
大
に
な
る
の

で
は
。

【
教
育
長
】　

指
摘
の
と
お

り
。

問

　
　

妙
寺
と
丁
ノ
町
に

元
の
保
育
所
が
あ
る
。
特

に
丁
ノ
町
保
育
所
に
は
駐

車
場
も
あ
り
、
開
園
費
用

も
そ
ん
な
に
か
か
ら
な
い
。

佐
野
も
三
谷
も
大
規
模
園

と
し
て
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
も
う
一
つ
こ
ど
も
園

を
つ
く
る
考
え
は
。

【
教
育
長
】　

非
常
に
興
味

は
あ
る
が
、
入
園
を
希
望

す
る
子
ど
も
の
推
移
を
み

る
必
要
が
あ
る
。

問

こ
の
状
況
下
で
待
機
児
童

を
生
ま
な
い
た
め
に
ど
う

す
べ
き
な
の
か
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

保
育

士
の
確
保
が
課
題
。
か
つ

ら
ぎ
福
祉
会
は
、
職
員
の

確
保
と
産
休
、
育
休
へ
の

職
員
補
充
と
い
う
形
で
パ

ー
ト
職
員
も
雇
用
し
、
大

学
と
の
連
携
や
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
の
声
か
け
も
行
っ
て

い
る
。
教
育
委
員
会
も
協

力
し
て
い
る
が
、
確
保
に

苦
慮
し
て
い
る
。

待機児童を生まないようにしてほしい
役場の職員を派遣してでもなくしたい町 長

閉鎖した丁ノ町保育所を３つ目の子ども園に

笠
田
中
学
校
の
元
寄
宿
舎
、撤
去
を

き
し
ゅ
く
し
ゃ
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一般質問

　
　

町
霊
園
墓
地
管
理

ま
た
永
代
使
用
の
実
態
。

【
住
民
福
祉
課
長
】　

空
き

区
画
が
31
。
29
年
度
の
返

還
が
12
。

問

　
　

若
い
世
代
が
子
育

て
の
中
で
楽
し
く
遊
べ
る

公
園
設
置
。

【
生
涯
学
習
課
長
】　

若
い

方
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
公

園
を
目
指
し
て
、
整
備
を

し
て
い
き
た
い
。

【
教
育
長
】　

若
い
お
母
さ

ん
方
の
ご
希
望
は
よ
く
わ

か
る
。

問
　
　

学
校
内
か
ら
放
送

設
備
に
つ
い
て
は
。

【
教
育
長
】　

通
学
路
な
ど

の
安
全
安
心
を
確
保
す
る

こ
と
は
大
変
大
事
で
放
送

設
備
の
用
意
も
大
事
で
あ

る
。 問

　
　

町
内
の
案
内
板
、

ま
た
現
在
地
が
ど
こ
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
方
も
い

る
。

【
産
業
観
光
課
長
】　

案
内

の
設
置
に
当
た
り
隣
接
市

町
と
も
連
携
し
、
創
意
工

夫
を
し
、
随
時
実
施
し
て

い
き
た
い
。

【
企
画
公
室
長
】　

道
路
イ

ン
フ
ラ
整
備
さ
れ
る
に
つ

れ
て
、
車
も
非
常
に
増
え
、

必
要
箇
所
も
い
く
つ
か
あ
る
。

問

　
　

ロ
ッ
カ
ー
式
納
骨

壇
の
設
置
、
合
葬
式
墓
、

合
葬
墓
と
多
様
な
ニ
ー
ズ

が
あ
る
。
合
葬
墓
等
が
日

本
全
国
で
検
討
さ
れ
て
い

る
。
移
住
者
、
永
住
者
と

し
て
町
内
へ
転
入
さ
れ
た

方
や
、
ま
た
団
塊
の
世
代

者
の
大
き
な
悩
み
の
一
つ

で
あ
る
。

【
町
長
】　

ど
こ
へ
設
置
す

る
の
か
ま
た
一
定
の
範
囲

の
合
意
が
必
要
。
将
来
の

こ
と
と
し
て
、
容
易
な
話

し
で
は
な
い
が
、
今
の
状

況
で
、
視
野
に
入
れ
な
が

ら
考
え
て
い
き
た
い
。

問

　
　

本
町
の
最
終
報
告

は
で
き
な
い
と
思
う
が
実

態
は
。

【
町
長
】　

樹
木
の
倒
壊
に

よ
る
電
線
破
断
、
関
電
・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱
の
倒
壊
、
多
く

の
地
域
停
電
被
害
や
、
道

路
の
不
通
、
電
気
は
解
消

に
向
か
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
想
定
で
あ
っ
た
。
た
だ

携
帯
用
鉄
塔
の
機
能
消
失
、

固
定
電
話
で
も
配
線
が
切

断
さ
れ
、
両
方
不
通
の
事

態
が
生
じ
た
。
道
路
、
イ

ン
フ
ラ
被
害
も
相
当
あ
り
、

復
旧
に
は
１
億
円
か
ら

１
・
５
億
円
か
か
る
状
況

で
あ
る
。

問
　
　

孤
立
状
態
は
。

【
総
務
課
長
】　

順
次
解
消

し
て
き
て
い
る
。

問

時
点
よ
り
通
行
止
め
箇
所

も
増
え
て
い
る
。
順
次
開

通
し
て
い
る
が
、
現
在
解

除
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な

い
。

　
　

通
行
止
め
の
箇
所

は
。

【
建
設
課
長
】　

９
月
９
日

問

電
線
だ
け
で
な
く
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
も
同
時
に

同
じ
、
事
業
者
と
協
議
を

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

今
回
の
状
況
か
ら

要
望
と
い
う
こ
と
は
で
き

る
の
か
。

【
町
長
】　

修
復
に
つ
い
て

問

　
　

町
石
道
の
通
行
は
。

【
産
業
観
光
課
長
】　

通
行

が
不
能
で
あ
る
。

問
　
　

発
電
機
を
必
要
と

し
た
場
所
、
保
有
発
電
機

は
ど
う
か
。

【
上
下
水
道
課
長
】　

８
カ

所
に
８
台
設
置
し
た
が
事

業
所
に
は
１
台
し
か
な
い
。

問

転入者の悩みの一つ。合葬墓等の検討は

赤 阪 岩 男 議員

台
風
21
号
の
実
態
に
つ
い
て

容易な話しではないが視野に
　　　　　入れて考えていきたい

町 長

復
旧
に
は
１
億
円
か
ら

             

１・５
億
円
か
か
る

町 

長

台風21号で電柱が倒れ、道路がまだ通行止め
（平成30年10月２日現在）



議長

上林さくら
うえばやし さくら

　

平
成
30
年
８
月
26
日
に
本
会
議
場
で
子
ど
も
議
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

町
長
、
教
育
長
並
び
に
各
課
長
に
、
妙
寺
・
笠
田
中
学
校

の
生
徒
議
員
が
町
政
に
関
わ
る
質
問
を
行
っ
た
。
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質
問
内
容
が
テ
ー
マ

も
含
め
具
体
的
で
中
学

生
ら
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な

視
点
で
我
々
に
も
参
考

に
な
る
。
た
だ
、
気
に

な
る
の
は
、
傍
聴
者
が

少
な
い
こ
と
だ
。

 

質
問
や
提
言
を
通
し

て
将
来
の
夢
や
希
望
に

つ
い
て
考
え
る
と
い
う

目
的
は
素
晴
ら
し
い
。

子
ど
も
た
ち
も
そ
れ
に

応
え
て
現
状
に
合
っ
た

適
切
な
質
問
を
し
て
い

た
。
再
質
問
で
も
う
少

し
突
っ
込
ん
だ
や
り
取

り
が
あ
っ
て
も
良
か
っ

た
と
思
う
。
町
と
し
て

は
も
う
少
し
夢
や
希
望

が
持
て
る
余
裕
の
あ
る

回
答
が
欲
し
か
っ
た
。

　

中
学
生
に
よ
る
町
政

へ
の
質
問
は
、
頭
の
柔

ら
か
さ
が
表
れ
て
い
る

提
案
で
あ
っ
た
。
我
々

の
よ
う
な
頭
の
硬
い
人

間
で
は
考
え
ら
れ
な
い

提
案
が
あ
り
、
楽
し
く

聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

特
に
避
難
生
活
体
験
訓

練
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

活
用
、
公
園
の
オ
ブ
ジ

ェ
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
コ

ラ
ボ
な
ど
実
に
中
学
生

ら
し
い
発
想
に
感
動
し

た
。　

 

す
ば
ら
し
い
提
案
な

の
に
、
町
長
の
答
弁
は

希
望
も
夢
も
な
い
、
町

長
の
真
面
目
な
性
格
が

表
れ
て
い
た
答
弁
で
あ

っ
た
の
が
残
念
。

・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

　

写
真
を
共
有
で
き
る
ア

　

プ
リ

・
ゆ
る
キ
ャ
ラ

　

地
域
起
こ
し
の
P
R
な

　

ど
に
使
用
す
る
マ
ス
コ

　

ッ
ト

・
コ
ラ
ボ

　

共
同
作
業
と
い
う
意
味

向けた願い向けた願い向けた願い向けた願い向けた願い未来まちの未来にまちの未来に未来まちの未来に
壱岐祥一朗

妙寺中学校
議長議長議長

いきしょういちろう

小林　明以

笠田中学校

こばやし　　め　い

楠本　理央

避難訓練
空き缶炊飯器、段ボールベッドな
ど実際に作ってみる体験講習会を
将来的には考えていかなければ

くすもと　 　り お

坪井　瞭河

防災公園を
救出活動拠点、ボランティア活動
拠点、生活物資の集積拠点などに
利用できる防災公園を
防災を考え整備する

つぼい　　はるか

岡本　百香

避難場所
避難場所にマンホールトイレの設
置を
先ずは空調設備、トイレを検討し
たい

おかもと　　もも　か

海野　琴乃

複合型公園を
西部公園に人目を引くかきおうじ
オブジェの設置を
オブジェではなくシンボルツリー
を考えている

かい の　　　こと の

薄月　隆人

森林資源の活用
町営企業で山の一括管理と販売を

当面は国補助金を受け森林組合で
山の管理を継続していく

うすづき　　りゅうと

弓庭   颯太

サークル活動
小中学生が曜日別に施設を利用す
るサークル活動の実現化を
多様なニーズに応えるのは少し難
しい

ゆ    ば      そう た

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

上林さくら
うえばやし さくら

齊藤　沙紀

観光振興
町内企業に観光客用の商品開発を

先ずは3カ所の道の駅運営の充実
に努めたい

さいとう　　さ　き

北山　仁晴

観光振興
町外の人に観光ルート提案コンペ
の企画を
観光ルートのコンペ企画は検討し
たい

きたやま　　じんせい

空き家の活用
借主が改装しインスタに載せること
で知名度を上げる活用法は
茅葺の家を宿泊施設にと、町事業で
検討中

柳澤　建臣

ゆるキャラ活用
全国的に有名なキャラクターとコ
ラボできないか
全国的に知ってもらえるため引き
続き検討

やなぎさわ　けんしん

寺下　博登

串柿のPR祭り
販売数の拡大のため串柿PR祭り
の開催を
食用干し柿の販売を道の駅で取り
組んでいる

てらした　　　ひろ と

岡本　雄輝

紀の川イベント
紀の川をテーマにした定期的なイ
ベント開催を
将来の観光集客の意味で考えたい

おかもと　　　ゆう　き

用
語
説
明

議
員
か
ら
見
た

　
　

子
ど
も
議
会

議
員
か
ら
見
た

　
　

子
ど
も
議
会

かつらぎ町子ども議会かつらぎ町子ども議会かつらぎ町子ども議会

答

問

かやぶき

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問
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委員会報告

　

９
月
７
日
委
員
会
を
開
催
し
、今
後
２
年

間
の
委
員
会
運
営
の
基
本
方
針
、調
査
研
究

課
題
な
ど
を
審
議
し
た
。

調
査
研
究
課
題
決
定

　

改
選
後
初
め
て
の
委
員

会
を
開
催
し
、
「
積
極
的

に
当
局
の
説
明
を
求
め
、

調
査
研
究
・
政
策
提
言
を

行
い
、
執
行
部
と
と
も
に

施
策
を
推
進
し
て
い
く
。」

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て

確
認
し
た
。

　

重
点
的
に
取
り
組
む
課

題
と
し
て
①
防
災
・
減
災

の
現
状
と
対
応
②
農
業
振

興
策
③
都
市
計
画
の
見
直

し
④
上
下
水
道
施
策
（
下

水
道
普
及
率
の
向
上
、
上

水
道
の
広
域
化
）
と
し
た
。

こ
の
４
項
目
以
外
に
も
財

政
問
題
や
新
た
に
出
て
き

た
課
題
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
議
会
活
性
化
を

図
り
、
こ
の
２
年
間
を
充

実
し
た
委
員
会
に
し
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

いざという時のために排水ポンプ車
を使った訓練に励む町職員

　

９
月
10
日
委
員
会
を
開
催
し
、意
見
書
と

今
後
の
取
り
組
み
を
審
議
を
し
た
。

　

８
月
１
日
、
上
富
田
文
化
会
館
で
研
修
会

が
開
催
さ
れ
た
。

意
見
書
審
議

　

「
精
神
障
害
者
の
旅
客

運
賃
等
の
割
引
を
求
め
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
要

望
書
」
に
つ
い
て
、
審
議

し
、
賛
成
議
員
で
意
見
書

案
を
本
議
会
に
提
出
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
障
害
者

制
度
に
お
け
る
精
神
障
害

者
除
外
は
、
不
合
理
で
あ

り
他
の
障
害
者
と
同
様
に

交
通
運
賃
割
引
が
適
用
さ

れ
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
た
。

今
後
の
取
り
組
み

　

今
後
２
年
間
で
、
町
長

へ
提
出
の
提
言
書
（
子
ど

も
の
貧
困
に
対
す
る
提

言
）
に
つ
い
て
、
安
全
安

心
の
子
育
て
、
子
ど
も
の

貧
困
実
態
把
握
等
の
具
体

的
行
動
を
求
め
て
い
く
。

県
立
紀
北
分
院
の
実
態
と

役
割
に
つ
い
て
、
取
り
組

む
こ
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

和
歌
山
県
町
村
議
会
全
議
員
研
修
会

講
演　
「
ど
う
な
る
？ 

今
後
の
日
本
政
治
」

講
師　
政
治
評
論
家　

有 

馬 

晴 

海 

氏

あ
り　

ま　

 

は
る　

 

み

全  

議  

員  

研  

修



議会傍聴 議会だよりへの意見募集
　事前に申し込む必要はなく誰でもできます。
　12月会議は、12月上旬からの予定です。具
体的な日程は、議会事務局にお問い合わせくだ
さい。

　はがきや手紙で24ページ下欄記載の住所に
送るか、もしくは議会ホームページの「問い合
わせホーム」から送信してください。意見につ
いては、紙面に掲載することがあります。
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「研修を活かした紙面作りを」と意気込む編集委員

委員会報告

開
か
れ
た
議
会
を

　
　
　

目
指
し
て

　

町
民
に
議
会
の
内
容
を

知
ら
せ
る
広
報
活
動
と
、

町
民
の
意
見
を
聴
き
議
会

活
動
に
生
か
す
広
聴
活
動

を
目
的
に
、
次
の
５
項
目

の
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

を
決
定
し
た
。

《
広
報
活
動
》

①
議
事
録
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
公
開
…
町
議
会
Ｈ

Ｐ
へ
一
般
質
問
の
議
事

　

録
を
掲
載
。

②
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
配
信
…
映
像
配
信
の

調
査
研
究
。

《
広
聴
活
動
》

③
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
…

モ
ニ
タ
ー
12
人
が
活
動

中
。

④
住
民
懇
談
会
…
各
種
団

体
と
懇
談
。
今
年
度
は

３
団
体
を
予
定
。

⑤
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
…
委

員
会
活
動
の
後
半
で
取

り
組
む
。

　

10
月
９
日
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
町
村
議

会
広
報
研
修
会
に
参
加
し
た
。

　

９
月
18
日
に
委
員
会
を
開
催
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
活
動
の
成
果
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

　議案は、町長及び議員か
ら本会議に提出される。提
出議案には、予算案や人事
案、条例案、工事契約案な
どがある。
 議案提案後、議員による
調査を行い、後日、質疑
（３回まで）と討論を行い採
決する。

議会豆知識
議案提出から議案提出から
　　　採決まで　　　採決まで
議案提出から
　　　採決まで

レ
イ
ア
ウ
ト
の
基
本

を
紙
面
に
生
か
す

　

「
レ
イ
ア
ウ
ト
の
基
本

原
則
は
、
強
弱
、
整
列
、

近
接
、
反
復
の
四
つ
で
す
」

一
生
懸
命

　

紙
面
を
作
る

　

選
挙
後
、
委
員
会
は
新

体
制
に
な
っ
た
。
分
か
り

や
す
く
、
伝
わ
る
紙
面
へ
。

委
員
一
同
の
思
い
は
こ
こ

に
あ
る
。
率
直
な
感
想
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。

　

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
筒
井
美
希
氏
は
、
そ
う

言
っ
た
。
こ
の
原
則
を
紙

面
に
生
か
せ
ば
、
分
か
り

や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
が
で

き
る
。

　

筒
井
氏
の
講
義
は
「
デ

ザ
イ
ン
の
力
で
も
っ
と
伝

わ
る
議
会
広
報
誌
に
」
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

「
文
字
情
報
を
非
言
語

情
報
で
あ
る
写
真
や
イ
ラ

ス
ト
、
ア
イ
コ
ン
に
置
き

か
え
る
と
、
読
者
に
分
か

り
や
す
く
伝
わ
る
」

　

目
か
ら
鱗
が
落
ち
た
。

　

こ
れ
以
外
に
「
伝
わ
る

文
章
の
書
き
方
」
「
議
会

広
報
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と

い
う
2
本
の
講
義
も
行
わ

れ
た
。
東
京
で
行
わ
れ
る

研
修
会
で
は
、
大
学
教
授

や
作
家
、
記
者
や
編
集
者
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
カ
メ
ラ
マ

ン
な
ど
が
登
場
す
る
。
聞

く
た
び
に
新
し
い
発
見
が

あ
る
。

う
ろ
こ
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